京都北部地区 舞鶴ブロック

《沖へ漕ぎ出そう（基本姿勢）》

Ａ　長期計画(課題)

《共通の長期目標》（5年目標）

　　１．信仰・教会生活についての生涯学習を促進する。
(信徒に向けて)
・まず信徒自身が、福音宣教の対象であることを認識しよう。すなわち、信徒一人
ひとりの絶えざる回心が求められる。

・高齢者にとって分かりやすい生涯学習を行なう。

　・また、高齢者にはそれぞれの人生体験を分かち合える場が望まれるので、信徒主体
の聖書の分かち合いを導入する。〔生活の場からの分かち合い〕

・若い世代には、（１）に掲げた生涯学習を通して、教会共同体の一員である自覚を促
したい。
(信徒でない人々に向けて)
　・私たちの周りには、退職を間近に控えて（あるいは退職したばかりで）生きる指針

　見出せず、戸惑っている人々が多い。そうした方々と積極的に関わり、キリストの
福音を伝え、生きる指針を見出す手助けをしたい。

　　２．祈りと共に生きる。
　　　　　祈りは神の命が流れ込む水路。祈りなき宣教は空しい。しかし、私たちの生活には
祈りが乏しい。祈りを通して主イエスに親しみ、マリア様に親しもう。
特に、教皇様は今年を「ロザリオの年」と宣言され、三つの玄義に加えて「光の玄を
導入された。ロザリオの祈りを通してもっとマリア様に親しみ、さまざまな意向を
ために祈ろう。また、祈りを深めることによって、素朴だが生活に着地した信仰心を
養う。

　　３．子供の信仰教育
(信徒の子供に向けて)

・それぞれの小教区では子供の数が少なく、また青少年の信仰教育に関わるスタッフ

少ない。そうした中で私たちが出来ることは、今、教会に来ている子供たちとの
関わりを深めること。ここから始めたい。子供たちが自分で出来る役割(侍者など)
を担ってもらい、その中で信仰教育のチャンスを探りたい。
(信徒でない子供に向けて)

・舞鶴ブロックには三つの幼稚園がある。その卒園児たちが、将来、キリストの福音
を受け入れることの出来る素地の形成に務める。また、その保護者にも積極的に
関わり、キリストの福音を伝えていきたい。

　　４．滞日外国人と連帯し、多国籍の教会共同体をつくる。
今日、大抵の小教区には、多かれ少なかれ滞日外国人がいるので、彼らとの交わりを
意識的に大切にし、小教区の一員として迎え入れるよう働きかける。特に滞日外国人
と共にささげるミサを工夫したい（共同祈願や主の祈りなど）。

